
Public relations of Minami-aizu

まちの人口（平成 25年 12月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,587 人（26 人減）  男 8,537 人（10 人減）  女 9,050 人（16 人減）  世帯数 6,870 世帯（5 世帯増）※ (　) 内は前月比
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　　　緑のふるさと協力隊奮戦記

27　みんなの広場
　　　まちの文芸

28　12月は「第九」でしょ！

　11月９日に開催された「ふくしま大運
動会in南会津」。スポーツを通じた東日本
大震災の復興支援事業で、五輪出場選手
たちとの交流を通して子どもたちを元気
づけるため開催され、ソフトボール、バ
レーボール、剣道、バドミントンの４種
目で一流選手、指導者から指導を受けま
した。
　写真は、北京五輪のソフトボール競技
で勝ち取った金メダルを手に取る子ども
たち。夢のメダルに子どもたちの目は輝
いていました。
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区　間 氏　　名 タイム 所属（現住所または出身）
１区

（4.0㎞） 馬 場 海 羽 14分22秒 南会津中２年 (宮床)

２区
（8.2㎞） 阿 久 津 岳 志 26分32秒 会津高３年 (井桁)

３区
（5.8㎞） 阿 久 津　 健 19分45秒 舘岩中３年 (八総)

４区
（7.3㎞） 渡 部 利 哉 24分43秒 田島高３年 (羽塩)

５区
（6.7㎞） 山 越 隼 人 24分26秒 田島高１年 (川島)

６区
（8.3㎞） 月 田 浩 二 30分24秒 南郷ホーム (台板橋)

７区
（5.2㎞） 五 十 嵐 壮 志 17分46秒 南会津中３年 (谷地)

８区
（4.1㎞） 星 樹 15分03秒 荒海中３年 (羽塩)

９区
（3.0㎞） 渡 部 真 奈 美 12分20秒 田島中３年 (永田)

10区
（9.3㎞） 湯 田 和 樹 30分44秒 ㈱コモディイイダ (川島)

11区
（3.9㎞） 湯 田 恵 里 香 15分52秒 葵高２年 (藤生)

12区
（7.0㎞） 向 後 隼 平 24分26秒 ひのきスポーツクラブ (中荒井)

13区
（4.8㎞） 渡 部 一 慶 17分39秒 会津工高３年 (羽塩)

14区
（5.7㎞） 児 山 善 博 19分26秒 自衛隊仙台 (福米沢)

15区
（3.4㎞） 小 寺 美 依 玖 12分59秒 田島中３年 (中町)

16区
（8.4㎞） 一 ノ 瀬 辰 徳 29分17秒 米小教員 (丹藤)

補　欠 土 橋 一 馬 南会津町役場 (木伏)
補　欠 湯 田 徹 郎 田島高１年 (藤生)
補　欠 和 田 啓 生 檜沢中３年 (針生)
補　欠 岩 堀 勇 樹 舘岩中２年 (高杖原)
補　欠 児 山 有 希 葵高２年 (滝原)
補　欠 梁 取 は な 南会津中１年 (下山口)
監　督 廣 野 友 一 郎 南会津町役場(本町)
コーチ 月 田 浩 二 南郷ホーム (台板橋)
コーチ 向 後 隼 平 ひのきスポーツクラブ (中荒井)
コーチ 山 越 一 幸 根本商会(川島)
コーチ 高 橋 里 実 南郷小講師(福米沢)

　

第
25
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
11

月
17
日
、
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
16

区
間
、
95
・
１
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
25
回
目
を
数
え
る
節
目
の
大
会

は
、
史
上
初
め
て
県
内
59
市
町
村
が

参
加
。
７
町
村
連
合
の
「
希
望
ふ
く

し
ま
」
を
含
め
た
53
チ
ー
ム
が
、
秋

の
福
島
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
チ
ー
ム
は
中
高
生
を
中

心
に
臨
み
、
３
年
連
続
入
賞
と
な
る

町
の
部
９
位
（
総
合
27
位
）
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
今
回
の
結
果
を
受

け
、
廣
野
友
一
郎
監
督
は
「
将
来
有

望
な
若
い
選
手
た
ち
が
持
て
る
力
を

発
揮
し
、
経
験
豊
富
な
一
般
の
選
手

の
安
定
し
た
走
り
が
加
わ
り
、
町
の

部
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

Pick Up
Event

第
25
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

町の部9位入賞
総合27位（タイム：５時間35分44秒）

２区＝阿久津岳志選手３区＝阿久津  健選手

６区＝月田浩二選手

４区＝渡部利哉選手（右）から
５区＝山越隼人選手（左）へ

８区＝星　樹選手 ９区＝渡部真奈美選手

10区＝湯田和樹選手 12区＝向後隼平選手

13区＝渡部一慶選手 16区＝一ノ瀬辰徳選手
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特集　目指そう  オンリーワンの集落づくり

農
山
村
集
落
の
現
状

　
「
集
落
」
は
、
地
域
社
会
を
構

成
す
る
基
本
的
な
集
団
単
位
で

す
。
地
方
の
農
山
村
集
落
で
は
、

「
４
つ
の
空
洞
化
」
が
進
行
し
、

集
落
機
能
の
疲
弊
が
問
題
化
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
４
つ
の
空
洞
化
」
と
は
、
過

疎
化
の
進
行
に
よ
り
人
口
が
自
然

減
少
し
て
し
ま
う
「
人
の
空
洞

化
」。
親
世
代
が
高
齢
化
し
引
退

し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
農
林
地
の

管
理
が
行
き
届
か
ず
に
荒
廃
化
し

て
し
ま
う
「
土
地
の
空
洞
化
」。

寄
り
合
い
や
集
落
活
動
が
停
滞

し
、
集
落
の
活
力
が
喪
失
し
て
し

ま
う「
ム
ラ
の
空
洞
化
」。そ
し
て
、

画
一
的
な
都
市
的
価
値
観
の
広
が

り
の
中
で
、
農
山
村
で
生
き
る
誇

り
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
「
誇
り
の

空
洞
化
」
の
４
つ
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

南
会
津
町
も
規
模
の
違
い
は
あ

れ
ど
、
96
集
落
が
存
在
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
が
先
に
挙
げ
た
４
つ

の
空
洞
化
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。

　

集
落
の
活
力
の
低
下
は
、
す
な

わ
ち
町
の
活
力
低
下
に
直
結
し
て

い
き
ま
す
。
南
会
津
町
は
集
落
の

維
持
・
強
化
を
図
り
、
集
落
に
暮

ら
す
住
民
が
自
主
的
か
つ
主
体
的

に
集
落
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
平

成
24
年
度
か
ら
「
集
落
応
援
交
付

金
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

集
落
応
援
交
付
金
事
業

　
「
集
落
応
援
交
付
金
事
業
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
抱
え
る
課
題

解
決
や
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が

る
交
付
金
対
象
事
業
の
数
に
応
じ

て
交
付
金
（
上
限
20
万
円
）
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。

　

交
付
金
対
象
事
業
に
は
、［
特

別
事
業
］
と
［
一
般
事
業
］
が
あ

り
、
集
落
の
実
情
に
合
わ
せ
て
事

業
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
図
１
）

　

通
常
の
交
付
金
や
補
助
金
は
、

そ
の
事
業
に
関
係
す
る
対
象
経
費

に
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
交
付
金
は
、
交
付
対
象
事
業
の

経
費
か
否
か
に
一
切
関
係
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
事
情
に
合
わ

せ
、本
当
に
利
用
し
た
い
と
こ
ろ
、

お
金
を
使
い
た
い
と
こ
ろ
に
、
自

由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

初
年
度
と
な
る
平
成
24
年
度

は
、
92
集
落
が
交
付
金
事
業
を
活

用
し
ま
し
た
。
２
年
目
の
今
年
度

は
、
95
集
落
が
本
事
業
を
活
用
、

地
域
の
課
題
解
決
・
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事業区分 交付金の対象となる事業

特別事業
基礎額
8 万円

１ 高齢者等の支援
２ 集落内の除雪
３ 集落の自主防災
４ 交通弱者の支援
５ その他、集落内の課題解決

一般事業
基礎額
5 千円

１ 集落の伝統文化の復活
　（歳の神や天神講の復活など）

２ 集落内の景観づくり
　（花いっぱい運動など）

３ 集落内の環境整備
　（水路清掃や集落内の草刈りなど）

４ 各種団体等の新規設立
　（青年会などの設立）

５ 集落の交流事業の実施
　（花見や収穫祭の実施など）

６ 他集落との連携
　（共同イベントの開催など）

７ その他、集落活動の維持

図１「集落応援交付金事業」
　　　交付金対象事業一覧

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

　

11
月
５
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で

行
わ
れ
た
地
域
力
創
造
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
設
立
記
念
講
演
会
。
こ

の
中
で
、「
集
落
応
援
交
付
金
事

業
」
に
取
り
組
む
４
つ
の
集
落
の

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
の
は
、
横
町
、

前
沢
、
大
原
、
中
小
屋
の
４
集
落

―
。
他
の
集
落
の
取
り
組
み
を
知

る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
集
落
で

も
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
集
落
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

集落づくりに悩むときもあるでしょう。

そんなとき、隣の集落をのぞいてみませんか。

ふとしたところに集落づくりのヒントがあるかもしれません。

次から４集落の取り組みをご紹介します。

記念講演会には多くの方が訪れ、
各集落の事例発表に聞き入りました。

平
成
24
年
度
に
始
ま
っ
た
「
集
落
応
援
交
付
金
事
業
」。

集
落
が
抱
え
る
課
題
解
決
や
、

集
落
が
目
指
す
地
域
活
性
化
を
町
が
応
援
す
る
事
業
で
す
。

事
業
も
２
年
目
を
向
か
え
、

特
色
あ
る
事
業
に
取
り
組
む
集
落
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

事
業
を
通
し
て
南
会
津
町
の
未
来
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成 25 年 12 月号　広報みなみあいづ
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目
指
そ
う

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
集ま

ち落
づ
く
り

集
落
応
援
交
付
金
事
業

特
集
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国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
―
前
沢

　

前
沢
地
区
は
、
19
世
帯
、
48
人

が
暮
ら
し
、
高
齢
化
率
は
47
％
。

　

古
く
か
ら
茅
葺
き
屋
根
の
民
家

が
残
り
、
昭
和
63
年
に
舘
岩
村
環

境
美
化
条
例
の
風
致
地
区
と
し
て

指
定
を
受
け
、
茅
葺
き
民
家
の
保

存
に
努
め
て
お
り
、
現
在
、
茅
葺

景
観
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
伝
統
も
つ
く
る

前
沢

き
民
家
は
11
棟
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
に
は
、
県
内
で

は
大
内
宿
に
次
い
で
２
か
所
目
と

な
る
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

に
役
立
っ
て
い
る
」
―
前
沢
区
長

『
歳
の
神
』
の
復
活

　

横
町
地
区
は
、
田
島
地
域
の
東

に
位
置
す
る
１
６
７
世
帯
４
２
４

人
が
暮
ら
す
地
区
で
す
。

　

横
町
地
区
は
今
年
１
月
、
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
60
年
振
り
に

『
歳
の
神
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
横
町
に
こ
ん
な
に
子
ど
も
が

い
た
の
か
と
い
う
ほ
ど
、
多
く
の

子
ど
も
が
集
ま
っ
た
」
と
そ
の
様

子
を
語
る
の
は
、
横
町
区
長
の
湯

田
信
吾
さ
ん
。
来
年
も
同
じ
よ
う

に
事
業
を
展
開
し
た
い
と
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
・
弁
天
山

　

さ
ら
に
横
町
地
区
は
、
地
区
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
弁
天
山
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

湯
田
区
長
は
、「
孫
を
連
れ
て

裏
山
に
行
け
る
―
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
弁
天
山
の
整
備
を
進
め
て

い
る
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

　

弁
天
山
は
、
標
高
６
１
８
ｍ
の

小
高
い
山
で
、
横
町
区
民
に
と
っ

て
は
里
山
と
も
言
え
る
山
で
す
。

　

地
区
で
は
以
前
か
ら
こ
の
弁
天

山
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
山
を
一
周
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
や
、
桜
の
植

樹
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
休
憩
用

の
東
屋
や
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

整
備
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
桜
ウ

ォ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
活

用
や
、
小
学
生
の
総
合
学
習
や
遠

足
な
ど
で
の
活
用
な
ど
、
弁
天
山

の
認
知
度
は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
桜
ウ
ォ
ー
ク
で
は
弁
天
山
を

文
句
を
言
い
な
が
ら
登
っ
て
い
る

人
も
い
た
が
、
見
晴
台
か
ら
の
眺

め
に
最
後
は
喜
ん
で
帰
っ
て
行
っ

た
」
と
笑
う
湯
田
区
長
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に

　

湯
田
区
長
は
続
け
て
、
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
①
展
望
台
の
敷

設
、
②
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
確
保

と
整
備
、
③
花
木
植
栽
周
囲
の
針

葉
樹
の
伐
木
、
④
サ
ク
ラ
く
ぐ
り

横
町

弁
天
山
を
住
民
憩
い
の
場
に

抜
け
道
へ
の
植
栽
な
ど
を
す
ら
す

ら
と
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
区
長
は
最
後
に
「
私
は
失

敗
が
好
き
で
あ
る
。
何
か
を
や
る

か
ら
失
敗
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何

も
や
ら
な
け
れ
ば
失
敗
も
し
な
い
。

今
後
も
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
継
続

し
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
―
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
地

区
の
シ
ン
ボ
ル
か
ら
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
へ
。
横
町
地
区
の
取
り
組
み

は
続
い
て
い
き
ま
す
。

横
町
区
長

湯
田
信
吾
さ
ん

60年振りに復活した『歳の神』。
多くの住民が集まり、にぎわいをみせた。

田島小１年生の遠足でも
活用される弁天山

弁天山からの眺めは格別

の
小
勝
周
一
さ
ん
は
、
交
付
金
事

業
の
効
果
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

前
沢
地
区
は
、
交
付
金
を
活
用

し
、
１
月
に
は
『
歳
の
神
』、
４

月
に
は
桜
の
木
の
植
樹
や
水
路
清

掃
、５
月
に
は
道
路
清
掃
と
花
見
、

６
月
は
舘
岩
川
の
河
川
清
掃
を
実

施
。
さ
ら
に
７
月
に
花
い
っ
ぱ
い

運
動
、
８
・
９
月
に
は
イ
ワ
ナ
の

つ
か
み
取
り
に
、
10
月
は
『
前
沢

曲
家
ま
つ
り
』
の
開
催
と
、
毎
月

の
よ
う
に
地
域
全
体
が
集
ま
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
た
な
伝
統
文
化
を
つ
く
る

　

１
月
に
『
歳
の
神
』
を
実
施
し

た
前
沢
地
区
で
す
が
、
小
勝
区
長

に
よ
る
と
「
前
沢
で
歳
の
神
を
や

っ
た
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

と
の
こ
と
。
茅
葺
き
民
家
が
地
区

内
に
あ
る
こ
と
も
理
由
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
離
れ
た

と
こ
ろ
で
や
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
実
施
を
決
断
し
た
そ
う
で

す
。

　

茅
葺
き
民
家
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
地
域
の
連
帯
感
を
育
て
る
た

イワナのつかみ取りには多くの方が訪れた。

め
に
新
た
な
伝
統
文
化
を
つ
く

り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も

素
敵
な
こ
と
。

　

伝
統
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
に
新
た
な
伝
統
を
つ
く
り
出

す
―
。
前
沢
は
前
へ
前
へ
、
進
み

続
け
ま
す
。

前
沢
区
長

小
勝
周
一
さ
ん

初めて実施した『歳の神』。
新たな伝統をつくり出すこともできる。

前沢地区は、“国の重要伝統的建造物群保存地区”として
茅葺き民家の景観を守りつつ、これからも集落活動を進める意欲を見せてくれた。

特集　目指そう  オンリーワンの集落づくり

よ
こ
ま
ち
（
田
島
地
域
）

ま
え
ざ
わ
（
舘
岩
地
域
）
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12
世
帯
、
26
人
が
暮
ら
す
中
小

屋
地
区
。
平
均
年
齢
は
66
歳
、
高

齢
化
率
59
％
の
小
さ
な
地
区
で

す
。

　

中
小
屋
地
区
が
交
付
金
事
業
で

取
り
組
ん
だ
の
は
、
特
別
事
業
２

事
業
と
一
般
事
業
10
事
業
で
す
。

そ
の
中
で
特
色
あ
る
取
り
組
み

は
、一
般
事
業
で
取
り
組
ん
だ『
お

ひ
ま
ち
の
実
施
』
で
し
た
。

『
お
ひ
ま
ち
』
の
復
活

　
「
覚
え
て
い
る
人
が
い
る
う
ち

に
伝
え
て
お
か
な
い
と
、
無
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
言
う
危
機

感
で
実
施
し
ま
し
た
」
と
語
る
の

は
、
前
区
長
の
大
桃
幹
一
さ
ん
。

大
桃
さ
ん
に
よ
る
と『
お
ひ
ま
ち
』

と
は
、
今
で
言
う
地
区
の
懇
親
会

や
慰
労
会
の
こ
と
で
、
南
郷
地
域

で
は
昔
は
ど
の
地
区
で
も
実
施
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
中
小
屋
地

区
で
も
昭
和
50
年
代
を
最
後
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
『
お
ひ
ま
ち
』
を
知
る
地
域
の

方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
を

覚
え
て
お
り
、
地
区
の
女
性
陣
が

レ
シ
ピ
を
元
に
料
理
を
再
現
し
ま

し
た
。

　
「
地
域
に
は
長
い
時
代
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
良
き
文
化

と
伝
統
、
そ
し
て
歴
史
が
あ
り
、

そ
れ
を
後
生
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
」
と
、
大
桃
さ

ん
は
『
お
ひ
ま
ち
料
理
』
を
再
現

し
た
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

大
原
地
区
は
、
10
世
帯
29
人
が

暮
ら
し
、
高
齢
化
率
58
・
62
％
の

伊
南
地
域
で
最
も
小
さ
い
地
区
で

す
。

　

大
原
地
区
は
、
特
別
事
業
３
事

業
、
一
般
事
業
６
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

運
動
会
へ
の
参
加

　
「
今
年
は
う
れ
し
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
伊
南
地
域
運
動
会

に
内
川
・
耻
風
チ
ー
ム
と
の
合
同

で
参
加
で
き
た
こ
と
で
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
の
は
、
大
原
区
長
代

理
の
星
博
孝
さ
ん
で
す
。

　

10
世
帯
の
小
さ
な
地
区
で
少
子

高
齢
化
も
進
み
、
こ
こ
数
年
運
動

会
に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
交
付
金
事
業
を
通
し
て

集
落
活
動
が
活
性
化
、
今
年
度
は

合
同
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
適
っ
た

そ
う
で
す
。「
来
年
の
運
動
会
も
、

こ
の
よ
う
な
形
で
の
参
加
が
で
き

れ
ば
」
―
。
星
さ
ん
は
来
年
の
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

旗
立
て
サ
イ
ン
で
安
否
確
認

　

人
口
29
人
中
17
人
が
高
齢
者
の

大
原
地
区
で
は
、
毎
月
数
人
で
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
た
り
、
集
会
所

で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
頭
の
体
操
を

実
施
す
る
な
ど
の
高
齢
者
等
支
援

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
特
徴
あ
る
取
り
組
み

に
、『
旗
立
て
サ
イ
ン
事
業
』
が
あ

り
ま
す
。
内
容
は
、
高
齢
者
宅
に

旗
を
配
り
、
朝
起
き
た
ら
玄
関
先

に
旗
を
立
て
て
も
ら
い
、
夕
方
に

な
っ
た
ら
旗
を
引
っ
込
め
る
と
い

う
簡
単
な
も
の
。

　
「
例
え
ば
朝
に
な
っ
て
も
旗
が

出
て
い
な
い
場
合
、
気
が
つ
い
た

人
が
声
掛
け
、
会
話
を
す
る
こ
と

で
安
否
確
認
を
し
て
い
ま
す
」
と

星
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
協
力
し
合
っ
て

　

交
付
金
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

星
さ
ん
は
、「
小
規
模
集
落
の
た
め
、

集
落
の
維
持
経
費
や
集
会
所
の
維

持
費
な
ど
が
大
変
で
し
た
が
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

世
帯
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
一
人
一
人
が
協
力
し
合
っ
て
、

集
落
の
維
持
、
活
性
化
、
ま
た
、

集
落
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て

い
き
た
い
」
―
。
そ
う
結
ん
だ
星

さ
ん
。
小
さ
な
集
落
で
も
、
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
小
さ
な
集
落
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
自
信
と
決
意
が
伺
え
ま
し

た
。

地
域
が
ま
と
ま
り
、
新
た
な
事
業
を
展
開

中
小
屋

中
小
屋
の
宝
、
福
寿
草
と
と
も
に

　

雪
解
け
を
待
っ
て
一
面
に
黄
金

色
に
咲
き
、
見
る
人
の
心
を
和
ま

せ
る
福
寿
草
は
中
小
屋
の
宝
。

　

今
、
中
小
屋
地
区
で
は
、
来
年

４
月
に
開
催
予
定
の
『
福
寿
草
ま

つ
り
』
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
ま
す
。

　
「
小
さ
な
地
区
で
も
、
み
ん
な

で
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
意
識
を

持
て
た
。
新
た
な
事
業
を
や
ろ
う

と
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
」
と
交

付
金
事
業
の
効
果
を
語
る
大
桃
さ

ん
。

　

意
欲
的
に
新
し
い
事
業
に
取
り

組
む
中
小
屋
地
区
。
来
年
春
の
福

寿
草
ま
つ
り
は
、
き
っ
と
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

再現された『おひまち料理』

中小屋地区の宝ともいえる福寿草。
来年４月の「福寿草まつり」には、地区住民の笑顔とともにその可憐な花も満開になるでしょう。

地区住民総出で味わう。これぞ『おひまち』

中
小
屋
地
区
前
区
長

大
桃 

幹
一
さ
ん

大
原

小
さ
な
集
落
で
も
で
き
る
こ
と
を

小さい地区でもできることがある。
毎月の高齢者宅訪問は地区の連帯感が増し、活性化にもつながる。

『旗立てサイン事業』による
安否確認

大
原
地
区
区
長
代
理

星　

博
孝
さ
ん

特集　目指そう  オンリーワンの集落づくり

な
か
ご
や
（
南
郷
地
域
）

お
お
は
ら
（
伊
南
地
域
）
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守友  裕一  氏
（宇都宮大学農学部教授）

Profile
富山県出身、北海道立総合経
済研究所、福島大学経済学部
を経て2004年から宇都宮大学
農学部農業経済学科勤務。
農林水産省中山間地域等総合
対策検討会委員、中山間地域
フォーラム運営委員長、食農
教育ネットワーク副代表

　

大
原
の「
旗
立
て
サ
イ
ン
事
業
」

は
、
見
る
人
も
出
す
人
も
み
ん
な

が
参
加
し
て
い
て
、
地
区
一
帯
な

ん
だ
な
と
い
う
雰
囲
気
が
伝
わ
る

し
、と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
小
屋
の
お
ひ
ま
ち
の
復
活
な

ど
は
、
継
承
し
て
い
こ
う
と
考
え

つ
つ
、
時
代
に
合
っ
た
形
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
４
地
区
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
地
区
で
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
隣
の
地

区
の
良
い
と
こ
ろ
を
確
認
し
合
い

な
が
ら
、
全
体
と
し
て
豊
か
な
南

会
津
町
を
作
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

南
会
津
町
は
こ
ん
な
に
集
落
活

動
を
や
っ
て
い
る
の
か
と
感
心
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
ご
と

に
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
交
付
金
を
非
常
に

有
効
に
使
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

横
町
は
、「
孫
を
連
れ
て
裏
山

に
行
け
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
非
常
に
い
い
で
す
ね
。
み
ん
な

で
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

誇
り
が
す
ご
く
高
い
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
が
非
常
に
面
白
い
で
す
。

　

前
沢
は
、
曲
家
を
軸
と
し
た
住

民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い

ま
す
が
、
次
の
展
開
や
継
続
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い

で
す
。

他
の
地
区
の
良
い
と
こ
ろ
を
確
認
し
合
い
、

南
会
津
町
全
体
を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
。

町が進め、
各集落が取り組むこの事業を、
地域づくりの専門家はどう感じたのか―。

地域力創造プラットフォーム設立記念講
演会で、基調講演を行った守友裕一氏に
感想を聞いてみました。

　集落応援交付金事業が始まってわずか２年目で
すが、集落活動は確実に活発になっていると感じ
ています。人口や年齢構成、立地条件などが異な
る96もの集落があり、集落間の温度差があるのも
否めませんが、ほとんどの集落が有効に応援交付
金を活用し、積極的に事業に取り組んでいます。
　地域活性化の指標の一つに「寄り合い、話し合
いの回数」があり、寄り合いの回数に集落の元気
度が比例するといわれています。つまり、寄り合
いの回数が多い集落は元気があり、少ない集落は
元気がないということです。寄り合いの回数が減
ってきたという声も良く耳にしますので、まずは
地区住民が集まる機会をどんどん作り、みんなで

総合政策課 企画政策係
主査　佐藤  隆士

VOICE
集落応援交付金事業が始まって２年。
各集落で何が変わったのか、
そして、これからの事業展開に何が必要
なのか、町の担当者が語る。

「
集
落
応
援
交
付
金
」
を

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
―

さ
あ
、
集ま

ち落
づ
く
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
。

南
会
津
町
は
96
集
落
、

規
模
も
違
え
ば
課
題
も
違
い
ま
す
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る
方
法
も
十
人
十
色
、

96
集
落
あ
る
な
ら
ば
、
96
の
集
落
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
た
ち
の
集
落
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
自
分
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
よ
う
。

そ
れ
が
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
集ま

ち落
づ
く
り
」、

町
は
皆
さ
ん
の
集
落
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
集
落
が
集
ま
れ
ば
、

私
た
ち
の
南
会
津
町
は
も
っ
と
も
っ
と
輝
け
る
は
ず
だ
か
ら
。

集
落
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
輝
き
は
小
さ
く
て
も
、

96
の
輝
き
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
光
に
な
る
は
ず
で
す
。

共
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
南
会
津
町
を
。

特
集　

目
指
そ
う
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
集ま

ち落
づ
く
り　

終
わ
り

特集　目指そう  オンリーワンの集落づくり

しっかり話し合い、地区住民が楽しく積極的に参
加できるような仕組みづくりをしていただきたい
と思います。
　集落応援交付金事業は、金銭的な支援ばかりで
なく、集落の自主的かつ主体的な住民自治活動の
推進と相互扶助の体制づくりのきっかけ（起爆剤）
と位置づけています。今回の取り組みを機に、住
民主体の地域づくり活動の気運が高まれば、県の
地域づくり総合支援事業や町の元気のでる地域づ
くり支援事業などを活用し、さらに発展した地域
づくりに取り組んでほしいです。
　小さな集落にとっては多少ハードルが高いとこ
ろもあるかもしれませんが、小さな集落でもでき
ること、小さな集落だからこそできることがある
はずです。
　みんなで知恵と汗を出し合い、住み良い集落
をつくっていってほしいと思います。

まずは集まり、
話し合いの場を。



平成 25 年 12 月号　広報みなみあいづ

1213

広報みなみあいづ　平成 25 年 12 月号

　

11
月
20
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
星
ト
ヨ

子
さ
ん
（
戸
中
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

同
日
、
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
後
、
渡
部
龍
一
副
町
長
か
ら
賀

寿
状
と
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
弟
の
五
十
嵐
正
吉
さ
ん
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、「
お
酒
を
飲

む
こ
と
だ
よ
」
と
元
気
に
笑
っ
て
話
す
ト

ヨ
子
さ
ん
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

百
歳
賀
寿

星  

ト
ヨ
子
さ
ん
（
戸
中
）

近内所長から木杯を受け取る星トヨ子さん

　

町
功
労
者
表
彰
は
、
公
共
の
福

祉
と
町
政
の
進
展
に
尽
力
し
、
各

分
野
で
功
績
が
顕
著
な
町
民
の
方

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
町
功
労
者
表
彰
式

は
、
11
月
28
日
に
御
蔵
入
交
流

館
で
行
わ
れ
、
町
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
10
人
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰
（
５
人
）

湯
田　

保
典
さ
ん
（
永
田
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
富
田
前
納

税
貯
蓄
組
合
）
と
し
て
、
昭
和
57

年
４
月
よ
り
31
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

星　

文
四
郎
さ
ん
（
関
本
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
睦
美
納
税

貯
蓄
組
合
）
と
し
て
、
昭
和
58
年

４
月
よ
り
30
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

君
島　

平
馬
さ
ん
（
滝
原
）

　

納
税
貯
蓄
組
合
長
（
滝
原
三
階

納
税
貯
蓄
組
合
）
と
し
て
、
昭
和

54
年
４
月
よ
り
33
年
11
月
の
長
き

に
わ
た
り
、
町
財
政
の
健
全
化
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

星　

庄
兵
衛
さ
ん
（
針
生
）

　

昭
和
42
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
46
年
２
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

中
野　

春
與
志
さ
ん
（
八
総
）

　

昭
和
57
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
31
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地

域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

功
績
表
彰
（
５
人
）

湯
田　

重
行
さ
ん
（
高
野
）

　

昭
和
51
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
36
年
11
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

湯
田　

剛
正
さ
ん
（
田
部
）

　

昭
和
56
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
32
年
４
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤　

幸
男
さ
ん
（
関
本
）

　

昭
和
60
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
27
年
11
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

芳
賀　

敬
助
さ
ん
（
穴
原
）

　

昭
和
57
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
31
年
３
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

菊
地　

竜
也
さ
ん
（
高
杖
原
）

　

昭
和
63
年
以
来
、
消
防
団
員
と

し
て
24
年
11
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

秋の叙勲
11月３日に発表された「秋の叙勲」。
南会津町からは、
地方自治の進展に尽力された馬場久一さんが受章されました。

　馬場さんは、昭和51年から平成15年までの
７期27年間、旧伊南村議会議員として在籍、議
長などを歴任し、地方自治の発展に貢献されま
した。
　さらには、平成15年から18年３月まで旧伊
南村長として、高邁な政治信念をもって住民福
祉の向上はもちろん、定住促進や青少年教育と
いった分野で特に尽力され、村政の進展に寄与
された功績が認められての受章となりました。

旭日双光章

馬場久
きゅういち

一さん（青柳）

　10月31日、郡山市の郡山ユラックス熱海で行
われた第52回福島県交通安全県民大会において、
伊南小学校（松野光伸校長）が福島県交通対策協
議会長表彰の交通安全優良学校表彰を受賞しまし
た。
　伊南小学校は、平成９年４月15日に「交通事
故ゼロ宣言」を行い、以来16年にわたり児童の
交通事故が１件も発生しておらず、今年９月18
日には交通事故ゼロ6000日を達成しています。
この長年にわたる交通安全教育が評価されての受
賞となりました。
　県民大会では他に、福島県警察本部長・福島県
交通安全協会長連名表彰で、舘岩郵便局が交通安
全功労団体表彰を受賞しています。

交通安全に尽力、晴れて受賞
第52回福島県交通安全県民大会

町長室に受賞報告に訪れた松野校長

交通安全功労団体表彰を受賞した舘岩郵便局の皆さん

受賞者を代表し、
湯田保典さんが

謝辞を述べられました。

平
成
25
年
度  

南
会
津
町
功
労
者
表
彰
式

町
政
発
展
に
尽
力
し
た
10
人
を
表
彰
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　11月１日、福島県文化センターにおいて、平
成25年度福島県教育文化関係表彰式が行われ、

「社会教育功労」の部門において猪股純一さん
（本町）が、「社会教育功労施設」部門において
奥会津「臣の郷」（黒沢）が表彰されました。
　猪股さんは、多年にわたり社会教育の進展に
尽力され、その優れた業績が認められ受賞され
ました。また、奥会津「臣の郷」は、社会教育
の振興に大きく貢献された施設として受賞され
ました。

猪股純一さんと奥会津「臣の郷」

社会教育功労表彰受賞

町民の意見を加え、新庁舎建設

　11月27日、南会津町役場新庁舎建設計画策定
委員会（貝田美郎委員長）は、町へ新庁舎建設計
画書の提出を行いました。
　同策定委員会は、「南会津町役場新庁舎建設計
画」を町民の意見も踏まえ、より良い計画にする
ため６月に設立されました。
　以来、視察研修や多くの協議を重ね、建設計画
はまとめられました。
　町では、今回の計画書提出を受け、今後の新庁
舎建設に生かしていく予定です。

策定委員会が新庁舎建設計画書を提出

協定書を交わした大宅町長（右）と友納健一郎
社長（左）。中央は佐藤正史南会津地方振興局長

受賞報告に訪れた猪股純一さん（左）と
「臣の郷」の堀金洋子さん（中央）

　11月19日、都道府県会館（東京都）において、本町
と㈱イーダブリュエムファクトリーとの間で企業進出協
定が締結されました。
　同社は、佐賀県に本社があるＩＴ企業で、インターネ
ットのホームページやコンピュータシステムの作成・運
用などのサービス提供に取り組んでいます。
　今回の本町への進出を機に、商品開発や新たな事業発
展に取り組む予定。さらに、地方が抱える地域課題をＩ
Ｔサービスにより解決する事業や、会津大学や町と連携
した人材育成事業にも取り組んでいく予定です。
　町民の雇用も計画されており、若者定着などの地域の
活性化が期待されます。

雇用など地域活性化に期待
ＩＴ企業と進出協定締結

多くの民俗芸能が披露されました。（写真は鴇巣早乙女踊り）

　荒海小学校父母と教師の会（阿久津勝英会長）
はこのたび、平成25年度の優良PTA文部科学大
臣表彰を受賞しました。
　同会は、ボランティア活動を推進し、地区住
民と保護者、そして児童間の交流を深めている
ことが評価されての受賞となりました。
　11月29日、阿久津会長と荒海小の星 裕次郎
校長が町長室を訪れ、受賞を報告しました。

平成25年度優良PTA文部科学大臣表彰

荒海小PTAが全国表彰

受賞報告には、阿久津会長（中央・左）と
星校長（中央・右）が訪れました。

　11月１日、福島市のサンパレス福島において、
「平成25年度福島県統計功労者表彰式」が行わ
れました。本町からは国勢調査をはじめとする
各種統計調査に長年にわたり従事し、顕著な功
績を上げられた２人の方が受賞されました。
　統計調査は、国の各省庁が主管し、県や市町
村に委託され調査を行っていますが、その調
査の現場において調査内容の説明や調査票の配
布・回収等の業務を支えているのが町統計調査
員協議会の会員や一般町民の調査員の方々で
す。
　今回は、渡部正平さん（中荒井）が福島県知
事表彰、鈴木義光さん（丹藤）が福島県統計協
会名誉会長表彰を受賞されました。
　また、10月22日には、湯田幸一郎さん（田部）
に、経済産業省から同省所管統計調査の調査員
として尽力されたことへの感謝状が贈られ、町
長より伝達交付が行われました。
　湯田さんは、工業統計調査や商業統計調査な
どに多年にわたり従事し、その正確で丁寧な調

多年にわたる統計調査の功績に感謝
統計調査員統計功労者表彰受賞

地域の民俗芸能を熱演

　11月10日、御蔵入交流館で南会津ふるさと
芸能まつりが開催され、地域に伝わる民俗芸能
の熱演に、観客は魅了されました。
　民俗芸能をもっと身近に感じてもらおうと、
南会津町伝統芸能活性化実行委員会（猪股純一
会長）が主催。栗生沢三ツ獅子、高野三匹獅子、
鴇巣早乙女踊り、小塩の神楽、田島祇園祭しゃ
んぎり、田島祇園祭屋台歌舞伎の６団体が出演
しました。

南会津ふるさと芸能まつり

査が認められて、今回の感謝状贈呈となりまし
た。
　受賞された皆さま、おめでとうございました。

表彰を受賞した鈴木義光さん（左）と渡部正平さん（右）

感謝状を贈られた
湯田幸一郎さん

町長へ建設計画を提出する貝田委員長

［進出協定の概要］
 ・事業所拠点＝南会津町内の空き施設を利用します。
 ・新規雇用予定者数＝開始時５人（５年後20人を目
　指します。採用情報は右記ホームページ参照）
 ・事業開始予定＝平成26年４月
 ・事業内容＝ホームページの企画、構築、運用サービ
　スの提供／スマートフォン向けアプリケーションの
　開発

　また、同社が進出に至った経緯は、町
が認定した「企業誘致推進員」の仲介に
よるものです。
　詳しくは、商工観光課雇用対策係（℡
0241-62-6200）または、㈱イーダブリュ
エムファクトリーのホームページ（http://
www.ewmfactory.jp/）をご覧ください。
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平成25年度上半期  町の予算執行状況

区 分 当初予算額 補正予算額 予算現額 調定額 負担行為額

収 益 的
収 入 1億 4,580万 9千円 0千円 1億 4,580万 9千円 6,974万 5千円 ―

支 出 1億 3,837万 2千円 80万円 1億 3,917万 2千円 ― 4,366万 5千円

資 本 的
収 入 5,000万円 0千円 5,000万円 0千円 ―

支 出 1億 2,066万 3千円 0千円 1億 2,066万 3千円 ― 7,047万 1千円

会 計 名 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 21億 7,800万円 －3,092万 4千円 21億 4,707万 6千円 7億 4,949万 5千円 9億 891万 4千円

介 護 保 険 17億 230万円 777万 8千円 17億 1,007万 8千円 7億 2,562万 7千円 7億 3,861万 5千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億 1,290万円 0千円 2億 1,290万円 5,190万 2千円 6,179万 8千円

農林業集落排水事業 1億 4,400万円 437万円 1億 4,837万円 2,028万 3千円 6,289万円

公 共 下 水 道 事 業 4億円 －3,660万 2千円 3億 6,339万 8千円 3,781万 2千円 1億 2,210万 8千円

簡 易 水 道 事 業 6億 5,200万円 1,388万 6千円 6億 6,588万 6千円 1億 613万 6千円 2億 1,935万 1千円

上段：予算現額
下段：収入済額

　　　予算現額
　　　収入済額

予算現額
科目

支出済額

27億 71万 3千円
総務費

7億 2,661万 5千円

23億 907万 2千円
民生費

8億 2,846万 5千円

16億 8,371万 1千円
公債費

8億 2,201万 5千円

11億 5,222万 9千円
教育費

5億 1,953万 4千円

10億 6,387万 5千円
土木費

1億 9,930万 6千円

10億 1,296万 4千円
衛生費

4億 5,846万円

9億 9,685万 8千円 農林水産
業費2億 5,144万 3千円

6億 9,648万 1千円
商工費

3億 6,691万円

6億 2,332万円 議会費
ほか2億 4,211万 9千円

6億 568万 4千円
消防費

3億 6,646万 9千円

科目 予算現額 収入済額
地方贈与税 1億 9,450万円 5,020万 7千円

地方消費税交付金 1億 5,190万円 9,524万円

自動車取得税交付金 4,200万円 1,416万 5千円

地方特例交付金など 1,274万 4千円 737万 5千円

科目 予算現額 収入済額
使用料手数料 1億 2,321万 1千円 5,429万円

分担金負担金 3,924万 2千円 1,919万 7千円

財産収入など 3,432万 4千円 1,593万 6千円

科目 予算現額 支出済額
議会費 1億 2,315万 4千円 6,530万 6千円

労働費 2億 5,648万円 1億 7,510万 5千円

災害復旧費 4,622万 5千円 170万 8千円

予備費など 1億 9,746万 1千円 0千円

　

町
で
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び

町
の
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
こ
れ
ま
で
に
、
平
成
25

年
度
当
初
予
算
の
状
況
（
５
月
）

や
、
平
成
24
年
度
決
算
報
告
（
10

月
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
度
上
半
期

の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

一
般
会
計
の
９
月
末
日
の
予
算

現
額
は
、
１
２
８
億
４
４
９
０
万

７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
末
日
ま
で
の
収
入
済
額
は

66
億
１
２
２
２
万
４
千
円
で
、
予

算
と
の
対
比
は
51
・
５
％
、
支
出

総
額
は
47
億
８
１
３
３
万
６
千
円

で
、
同
じ
く
予
算
と
の
対
比
は
37
・

２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
の
特
別
会
計
の
収
支
は
、
左
ペ

ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
25
年
度
上
半
期

町
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

科目
予算現額
収入済額

地方交付
税

69億 113万 6千円

50億 2,400万 6千円

町税
15億 834万 1千円

8億 5,906万円

県支出金
12億 5,428万 3千円

2億 8,828万 3千円

町債
8億 3,060万円

0万円

国庫支出
金

8億 2,471万円

1億 4,181万 1千円

繰越金
4億 2,253万 9千円

0万円

その他①
4億 114万 4千円

1億 6,698万 7千円

諸収入
2億 5,695万 7千円

4,265万 4千円

繰入金
2億 4,842万円

0万円

その他②
1億 9,677万 7千円

8,942万 3千円

歳入
収入済額  66億 1,222万 4千円

歳出
支出済額  47億 8,133万 6千円

　

ま
た
、
当
初
予
算
を
編
成
し
た

後
、
新
た
な
事
業
を
追
加
し
て
実

施
す
る
た
め
、
９
月
末
日
ま
で
６

回
の
補
正
予
算
を
編
成
し
て
予
算

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
当
初
予
算
と
比
較

し
て
12
億
８
７
９
０
万
７
千
円
増

え
て
い
ま
す
。

一般会計 予算現額  128億 4,490万 7千円

　　　予算現額
　　　支出済額

　　　予算現額
　　　収入済額

水道事業会計

特別会計

※千円未満を四捨五入しているため、各項目の合計額と計が一致しない場合もあります。

支出済額
47億8,133万6千円

（執行率37.2％）
収入済額
66億1,222万4千円

（執行率51.5％）

平成25年度一般会計予算執行状況
予算現額128億4,490万7千円

歳出 歳入
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役 場 か ら の お 知 ら せ

木質バイオマスエネルギーを活用した事業を実施

豊かな自然との共生を目指します

シーズン券で冬を楽しもう！
■問い合わせ：商工観光課 観光交流係
　　　　　　　　　0241-62-6200

■問い合わせ：環境水道課 環境衛生係
　　　　　　　　　0241-62-6140

　

豊
か
な
資
源
を
活
用

　

今
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
か
け
て
、

町
内
に
お
い
て
木

*

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
暖
房
や
給
湯
、
発

電
の
実
証
事
業
が
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　

郡
山
市
の
福
島
ミ
ド
リ
安
全
㈱
（
白

石
昇
央
社
長
）
が
、
林
野
庁
の
「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

モ
デ
ル
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
受

託
。
森
林
面
積
が
90
％
を
超
え
る
本
町

の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
事
業
を
進
め

る
も
の
で
、
今
年
度
中
に
施
設
の
一
部

を
整
備
し
、
来
年
度
中
の
稼
働
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

舘
岩
地
域
で
実
証
事
業

　

舘
岩
地
域
の
会
津
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ

ル
や
白
樺
の
湯
な
ど
の
施
設
に
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
と
温
水
を
利
用

し
て
発
電
す
る
小
型
発
電
機
を
組
み
合

わ
せ
た
国
内
初
の
シ
ス
テ
ム
で
熱
と
電

力
の
供
給
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
と
同
社
、
町
内
の
３
森
林
組
合
、

㈱
荒
海
チ
ッ
プ
を
構
成
員
と
し
た
『
南

会
津
町
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
』
が

設
立
さ
れ
、
燃
料
と
な
る
木
質
チ
ッ
プ

の
供
給
を
担
い
ま
す
。

　

11
月
12
日
に
は
、
福
島
ミ
ド
リ
安
全

㈱
の
白
石
社
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、
大

宅
町
長
に
事
業
企
画
書
を
手
渡
し
概
要

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
と
の
共
生
の
一
歩

　

町
は
す
で
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
熱
供
給
シ
ス
テ

ム
を
南
郷
地
域
の
「
き
ら
ら
２
８
９
」

に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
南
会
津
町
。

今
後
も
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
最
大

限
に
生
し
、
森
林
整
備
や
二
酸
化
炭
素

の
削
減
、
そ
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

＊木質バイオマスとは？

   「木材に由来する再生
可能な資源」のことで、
伐採した樹木の枝や、
製材の過程で生じる端
材やおがくずなどがあ
ります。また、まきや
木炭、チップなども含
まれます。

白石社長（左）から企画書を
手渡される大宅町長。中央は
佐藤正史南会津地方振興局長

４スキー場共通券 各スキー場シーズン券

町民大人 15,000円
だいくら 12,000円

対象＝町内にお住まいの小中高生の保護者および教員
（購入には保護者としての証明書が必要です。）

たかつえ
高畑＆南郷

町民小人 5,000円
だいくら 3,000円

対象＝町内にお住まいの小中高生（学校名を記入して
いただければ、特に証明書は必要ありません。）

たかつえ
高畑＆南郷

シニア
（満50歳以上） 15,000円

だいくら
5,000円

対象＝町内にお住まいの50歳以上の方（要証明書）
たかつえ

高畑＆南郷
購入について＝各スキー場窓口でお買い求めくださ
い。
共通券無料贈呈＝町内の小学１年生については、「４
スキー場共通券」を無料贈呈いたします。（申込みは
不要です。）
証明書について＝本人が確認できるもの（運転免許
証・保険証などです。）

会津高原４スキー場シーズン券販売

　さあ、いよいよ冬の到来。ウィンタースポーツ
の季節です。
　町内にある４スキー場では、今年も共通シーズ
ン券を販売しています。また、今年は各スキー場
限定のシーズン券も販売。
　それぞれのニーズに合わせて、ぜひお買い求め
ください。

▼４スキー場共通券＝「だいくら」「たかつえ」「高
畑」「南郷」の４スキー場で使用できるシーズン
券です。南会津町在住者および勤務者が購入でき
ます。
▼各スキー場シーズン券＝「だいくら」「たかつえ」

「高畑＆南郷」の各スキー場限定のシーズン券で
す。

■問い合わせ
　会津高原だいくらスキー場　　0241-64-2121
　会津高原たかつえスキー場　　0241-78-2220
　会津高原高畑スキー場　　　　0241-76-2231
　会津高原南郷スキー場　　　　0241-73-2111

■問い合わせ：農林課 林政係
　　　　　　　　0241-62-6220森林を守り育てるために、適切な伐採を

間伐材を商品券と交換いたします

十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
森
林
を
守
り
育
て
、

次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
間
伐
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

■

間
伐
材
集
積
場
所

 

・
丹
藤
旧
ご
み
最
終
処
分
場
＝
丹
藤
地
内

 

・
番
屋
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
＝
番
屋
地
内

 

・
青
柳
チ
ッ
プ
工
場
（
旧
西
部
林
産
）
＝

　

青
柳
地
内

　

※
ど
の
場
所
へ
も
搬
入
で
き
ま
す
。

■

事
業
の
内
容

　

間
伐
材
１
㎥
あ
た
り
１
万
円
分
の
商
品

券
と
交
換
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
商
品
券

は
５
０
０
円
単
位
で
、
端
数
は
切
り
捨
て

と
な
り
ま
す
。

■

間
伐
の
前
に

　

森
林
の
種
類
に
よ
り
、
実
施
の
30
日
前

ま
で
に
上
記
の
伐
採
届
出
が
必
要
で
す
。

間
伐
を
進
め
る
際
に
は
、
農
林
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■

間
伐
材
の
持
ち
込
み
の
前
に
…

　

持
ち
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
近
く
の
各
森
林
組
合
に
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■

持
ち
込
み
の
条
件

 

・
木
材
の
長
さ
１
ｍ
以
上
、
直
径
10
㎝

　

以
上
で
、
１
回
の
搬
入
に
つ
き
０
・

　

５
㎥
以
上
の
量
で
あ
る
こ
と
。

 

・
枝
払
い
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

・
搬
入
さ
れ
る
方
が
指
定
さ
れ
た
場
所

　

へ
積
み
降
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。

！
次
の
木
材
は
受
け
入
れ
で
き
ま

せ
ん
。

 

・
皆
伐
材
（
皆
伐
に
伴
う
残
材
を
含
み

　

ま
す
。）

 

・
極
端
な
曲
が
り
、
腐
敗
、
細
切
れ
な

　

ど
の
再
利
用
が
で
き
な
い
木
材

 

・
南
会
津
町
以
外
で
発
生
し
た
木
材

 

・
不
法
伐
採
に
よ
る
木
材

■

自
分
で
間
伐
や
運
搬
が
で
き
な
い
方
は

　

各
森
林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

田
島
森
林
組
合

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
４
３

　

舘
岩
村
森
林
組
合

　

０
２
４
１
（
７
８
）
２
０
０
６

　

伊
南
村
森
林
組
合

　

０
２
４
１
（
７
６
）
２
１
０
３

　

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
事
前
に

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
安
林
を
伐
採
す
る
場
合
や

森
林
の
開
発
行
為
を
伴
う
場
合
は
、
別

途
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

伐
採
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

Ａ
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
に
従
っ

た
適
切
な
施
業
を
す
る
た
め
で
す
。

　

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出

は
、
森
林
の
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造

林
が
町
森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適

切
に
行
わ
れ
、
健
全
で
豊
か
な
森
林
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
届
出
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。（
届
出
様
式
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。）

Ｑ
誰
が
届
出
を
行
う
の
？

Ａ
森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受
け

た
方
な
ど
で
す
。（
例
）
▼
森
林

所
有
者
（
自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に

よ
っ
て
伐
採
す
る
場
合
）
▼
森
林
所
有

者
と
立
木
買
い
受
け
者
〈
連
名
〉（
伐

採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者
か
ら
立
木

を
買
い
受
け
て
伐
採
す
る
場
合
）

Ｑ
届
出
の
時
期
は
い
つ
？

Ａ
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で
で
す
。
伐
採
す
る
箇
所
（
地

番
）
が
わ
か
る
図
面
を
添
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

Ｑ
届
出
の
提
出
先
は
？

Ａ
農
林
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
そ
の
他
の
許
可
は
ど
う
す
る
の
？

Ａ
保
安
林
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
県

の
立
木
伐
採
許
可
が
必
要
で
す
。

　

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
森
林
の
開
発

を
行
い
、
伐
採
後
の
用
途
が
森
林
以
外

の
場
合
は
、「
小
規
模
林
地
開
発
計
画

書
」
を
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
開
発
行

為
を
行
う
場
合
は
、
県
の
林
地
開
発
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

間
伐
を
行
う
と
暗
い
林
に

光
が
入
り
、
林
床
に
豊
か
な

生
態
系
が
形
成
さ
れ
将
来
的

に
健
全
で
活
力
あ
る
森
林
へ

と
育
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
国
土
の
保

全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
の
機
能
が

■問い合わせ：農林課 林政係　　舘岩総合支所振興課　伊南総合支所振興課　南郷総合支所振興課
　　　　　　　　0241-62-6220　　0241-78-3340　　　　0241-76-7716　　　　0241-72-2113

℡ 問℡ 問 ℡ 問
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て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
町
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

本
庁
税
務
課 

課
税
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課 
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

■
地
方
税
の
電
子
申
告

　
　
　
　
　
（eLTAX

）
に
つ
い
て

　

南
会
津
町
で
は
、
平
成
25
年
12
月
か
ら

eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
た
一

部
町
税
の
電
子
申
告
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
の
申
告
に
は
便
利
なeLTAX

を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の

　

利
用
時
間
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
み
な
み
あ
い
づ
10
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
利
用
時
間
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

・
訂
正
前　

午
前
８
時
30
分
～
翌
午
前
０
時

 

・
訂
正
後　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時　

　

本
庁
税
務
課 

課
税
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

■
自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

　

防
衛
省
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
候
補
生

（
男
子
）
を
募
集
し
ま
す
。
平
和
を
仕
事
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
内
容

　

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
お
よ
び
航
空

　

自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

　

平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
種
目

　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
お
よ
び
作

　

文
）、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

■
試
験
期
日
・
会
場
（
次
の
い
ず
れ
か
）

 

・
平
成
26
年
１
月
25
日
（
土
）

　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

 

・
平
成
26
年
１
月
26
日
（
日
）

　

陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地

■
採
用
時
期

　

平
成
26
年
３
月
下
旬
ま
た
は
４
月
上
旬

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

　

給
与
の
支
払
い
を
す
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
方
で
、
給
与
所
得
に
係
る
源
泉

徴
収
を
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
、
ま
た
は
個

人
事
業
主
の
方
は
、
給
与
の
支
払
い
を
し
た

翌
年
の
１
月
末
日
ま
で
に
、
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
期
限
ま
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
提
出
先

　

受
給
者
の
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
居
住

　

す
る
市
区
町
村
長

■
提
出
す
る
も
の

　

①
給
与
支
払
報
告
書

　

②
総
括
表

■
提
出
期
限

　

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

■
そ
の
他

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
届
い

℡

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
会
津
若
松
出

　

張
所

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

■
会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
仕
事
に
就
く
こ
と
へ
の
不
安
が
あ
る
な

ど
の
理
由
で
、
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

せ
な
い
で
い
る
若
者
や
、
そ
の
こ
と
に
関
し

て
心
配
し
て
い
る
ご
家
族
に
、
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
就
労
支
援
施
設
で
す
。

　

15
歳
～
39
歳
ま
で
の
若
者
と
そ
の
ご
家
族

　

会
津
若
松
市
一
箕
町
大
字
亀
賀
藤
原
52

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
一
箕
町
店
・
隣
接
テ
ナ

　

ン
ト

■
利
用
時
間

　

平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

０
２
４
２
（
３
２
）
０
０
１
１

　

info@job-sapo.com

　

http://w
w

w.job-sapo.com

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
に
つ
い
て

　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
に
、
会
津
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
隣
接
教
室
に
て

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
無
料
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
、

社
会
で
役
立
つ
ス
キ
ル
を
短
期
間
で
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ア ℡

℡ 問

対

℡ 問℡ 問℡ 問

℡ 問

℡ 問場

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
年
中
無
休
。
年

　

末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

■
司
法
書
士
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
社
設
立
や
相
続
登
記
な
ど
の
登
記
相

談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
、
借
金

な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、
成
年
後
見
な
ど
の

無
料
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル 

２
階
交
流
室

　

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
時
間

■
舘
岩
地
域

　
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

平
成
25
年
12
月
２
日
よ
り
、
舘
岩
地
域
で

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ
る
光
通
信
サ
ー
ビ
ス
「
フ

レ
ッ
ツ
光
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
／
ひ
か
り
電
話
等
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
は
、
光
回
線
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　

０
１
２
０
（
１
１
６
）
１
１
６

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
２
（
２
９
）
３
１
５
５

■
国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農
業
な
ど

の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
々
が
、

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民

年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
は
任
意
で
、
色
々
な
年
金
の
タ
イ
プ

か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来
設
計
に
合
わ
せ
て

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方

■
一
時
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に
加
入
者
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族
に
一

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
保
証
が
な
い
タ
イ

プ
の
年
金
も
用
意
し
て
い
ま
す
。）

■
掛
け
金
に
つ
い
て

　

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

■
受
給
す
る
年
金
に
つ
い
て

　

受
け
取
る
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
と
な
り
、
税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

〒
９
６
０
―
８
０
４
３

　

福
島
市
中
町
１
番
19
号　

中
町
ビ
ル
５
Ｆ

　

０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

　

http://w
w

w.fnpf.or.jp/

場申

℡ 問ア

日

　　固定資産税　　  第３期
　　国民健康保険税  第６期
　　介護保険料　　  第６期
　　後期高齢者医療保険料  第５期　

納期限は 12 月 25 日 ( 水 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

ニューイヤーコンサート
ベヒシュタインを弾こう！ 2014

■入場料＝無料（全席自由）　■出演＝南会津町
内の幼児から大人まで幅広い方々
■主催＝若き音楽家を育てる会　■後援＝南会
津町教育委員会
■問い合わせ＝若き音楽家を育てる会・阿部（℡
0241-62-1248）

日時　平成26年1月12日（日） 
　　　　午後1時開演（午後0時45分開場）

会場　御蔵入交流館・文化ホール

　御蔵入交流館に設
置されている世界３
大ピアノの１つ、ベ
ヒシュタインを使っ
たピアノコンサート
です。ピアノ以外に
も子どもたちによる
歌など盛りだくさん
のコンサートです。 昨年のコンサートの様子

丑寅会からのお知らせ

正月恒例行事　平成26年厄払いみかんまき
　丑寅会主催の「平成26年厄払いみかんまき」を
開催します。
　みかんやお餅、お菓子などたくさん用意してお
りますので、皆さん奮ってご参加ください。
■日　時＝平成26年１月２日（木）　正午～
■場　所＝会津田島駅前広場
■参加料＝無料
■主　催＝丑寅会（会長  長沼正憲）

℡ 問

℡ 問
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雇用・企業支援コーナー

　このコーナーでは、町民の皆さんへの雇用に関する情報の提供や、地域で
頑張る企業の紹介などを行います。
　　　　　　　　　　　　　　　本庁商工観光課 商工振興係・雇用対策係
　　　　　　　　　　　　　　　0241-62-6200℡

問

介護職員等募集予定情報！
　社会福法人桜寿会は、平成26年開所予定の
老人福祉施設「特別養護老人ホーム優雅」を
南会津町田島字北下原に建設しています。
　桜寿会では開所に伴い、下記のとおり介護
職員等を募集する予定です。

募集期間＝平成26年１月15日～６か月間
　　　　　（予定）
試験日＝平成26年１月下旬から随時実施
　　　　（予定）
採用時期＝平成26年８月（予定）
問い合わせ＝社会福祉法人桜寿会
　　　　　　℡ 024-973-7794

ハローワーク求人情報
（町内勤務分・11月25日現在）

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」で
確認することができます。

　町内で現在募集中の求人情報

　※上記求人にはすでに決定している場合も
　　あります。その際は、あらかじめご了承
　　ください。
■問い合わせ
　ハローワーク南会津　　0241-62-1101

職業訓練情報
　訪問介護や施設介護に必要な基礎知識・基
本技術を習得できる研修会が開催されます。
　南会津への帰郷をお考えの方も、この機会
にぜひ受講してみませんか。

▼介護職員初任者基礎研修
　〈求職者支援訓練〉　（厚生労働大臣認定）
訓練期間＝平成26年５月９日～８月８日
　　　　　（予定）
募集期間＝平成26年３月17日～４月11日
　　　　　（予定）
訓練会場＝あたご館（田島地域）
定員＝15人
実施予定者＝民間のスクールで実施する予定
　　　　　　です。
問い合わせ＝ハローワーク南会津
　　　　　　℡ 0241-62-1101
＊求職者支援訓練とは
　主に雇用保険を受給できない方が、職業訓練
によるスキルアップを通じて早期再就職を実現
するために、国が支援する制度です。一定条件
を満たすことで、訓練期間中「職業訓練受講給
付金」が支給されます。 

正 規 職 員 75人
非正規職員

（臨時・パート職員） 237人

募集予定職種 募集
人数 資格等

介 護 職 員 28人
資格は問いませんが、
介護福祉士、実務研
修終了者など

看 護 師 1人 正看護師または准看
護師

機能訓練指導員 1人
理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士の
いずれかの資格

生 活 相 談 員 1人
社会福祉士、社会福
祉主事のいずれかの
資格

無料！

特別養護老人ホーム優雅のイメージ

　平成 25 年 11 月 20 日現在、45 人の方から
ふるさと納税（応援寄附金）をいただきました。
　今回は 10 月 21 日から 11 月 20 日の間にふ
るさと納税（応援寄附金）をされた方を紹介い
たします。

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

長野県長野市 小嶋 典夫 様

東京都台東区 轟 貴美江 様

東京都三鷹市 堂下 雄輝 様

岡山県津山市 加藤 伸吾 様

匿名希望 ８件

計 １２件

《冬のお話し会スペシャル》
■日時＝ 12 月 21 日（土） 　午前 11 時～正午　
■場所＝御蔵入交流館・多目的ホール
■対象＝幼児～小学校低学年
■内容＝読み聞かせなどを行います。
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

《かるたあそび》
■日時＝ 1 月 18 日（土）　午前 10 時 30 分～正午
■場所＝図書館内おはなし子どもコーナー
■対象＝どなたでも
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます

■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

【一般図書】
伊藤まさこの雑食よみ　　　　伊藤　まさこ　著
逆説の日本史 20　　　　  　　　 井沢　元彦　著
毒婦たち　　　　　　　　　　上野　千鶴子　著
シニア接客のルール　　　　　　山岸　和実　著
現代用語のクソ知識　　　　　　有吉　弘行　著
みんな酒場で大きくなった　　　太田　和彦　著
ガンコロリン　　　　　　　　　　海堂　尊　著
燃える家　　　　　　　　　　　田中　慎弥　著
まほろ駅前狂騒曲　　　　　　三浦　しをん　著
【児童図書】
やさしくわかる放射線　　　　山村　紳一郎　著
ルルとララのクリスマス　
　　　　　　　　　　あんびる　やすこ　作・絵
ひいきにかんぱい！　　　　　　宮川　ひろ　作
おさかないちば　　　　　　　　加藤　休ミ　作
おつきさんのぼうし　　　　　高木　さんご　文
ぶたがとぶ　　　　　　　　　佐々木　マキ　作
おかあさんの顔 　　　　　   ロディ・ドイル　文
どこ？ 　　    　　　　　　　　　山形　明美　作

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

１月の休館日

12 月の休館日 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

【納税された方からのメッセージ】※順不同
▼旧田島町出身で、ふるさと南会津会には田島会の
　創立時から参加しています。
▼旧伊南村に家族旅行で訪れたことがあります。
▼今年南会津地方を旅行しました。とても良いとこ
　ろでしたが、実際に暮らすのは、雪深いし、原発
　の風評被害など大変だと思います。頑張ってくだ
　さい。応援しています。
▼古民家再生や環境保全にご活用ください。
▼祖父の出身地です。
▼東京から山形に帰省する際、121 号線をよく使っ
　ています。景色がきれいで、気に入ってます。
▼ｒｆｃラジオ福島の放送局（中継局）の建設補助
　資金にご活用ください。
▼「國権」というお酒が好きなので。
▼台東区バレーボール大会に協賛をいただきました。
▼旧伊南村出身です。文化芸術にご活用ください。
▼役立てていただければ幸いです。

新着本案内

イベント案内

年末年始の休館について

　図書館は、12 月 27 日（金）から休館となります。
翌年は 1 月 5 日（日）から開館します。
　休館期間中の返却は返却ポストをご利用くだ
さい。（ＡＶ資料は破損しますのでポストに返
却せずに開館日以降にカウンターまでお願いし
ます。）
　年末年始、ゆっくり読書はいかがですか？
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■保健事業に関する問い合わせは
　南会津町保健センター　0241-62-6180
　舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

むし歯ゼロで元気な笑顔
今月は10人のお友だちがむし歯ゼロでした！

小椋 望
の ぞ む

睦くん

（田島）

児山 月
さ ら さ

皐ちゃん

（田島）

児山 陽
ひ な の

菜ちゃん

（田島）

廣野 穂
ほ の か

華ちゃん

（田島）

星　翔
しょうま

馬くん

（舘岩）

星　未
み く

来ちゃん

（田島）

山田 紘
こうへい

平くん

（田島）

湯田 参
さ ん た

汰くん

（田島）

湯田 芽
め い な

衣奈ちゃん

（田島）

渡部 いち花
か

ちゃん

（田島）

12・１月の健診（検診）のご案内

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月１９日 木
１ 歳 児 健 康 相 談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成24年11 ～12月生まれ

１月２８日 火
６～８か月児健康相談

（ 田 島 地 域 ）
13：30 ～ 13：45 平成25年５～６月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平 成 2 5 年 ８ 月 生 ま れ

１月１０日 金
２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査

（ 田 島 地 域 ）
12:30 ～ 13:00 平成23年10 ～ 11月生まれ

１月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 5 年 ９ 月 生 ま れ

１月２９日 水 １歳６か月児健康診査 12:30 ～ 13:00 平成24年７～８月15日生まれ

12・1月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

12 月

15 日 佐藤医院（下郷町）0241-67-2134

22 日 高橋医院 0241-62-0040

29 日 芳賀医院（下郷町）0241-67-2128

1 月

5 日 長谷川医院 0241-62-0032

12 日 馬場医院 0241-62-0141

19 日 なかやクリニック 0241-73-2036

26 日 小野木クリニック 0241-76-7780

象となります。
　予防接種を希望される方は、町保健センター
へご連絡ください。
▼助成対象者＝平成 25 年 11 月１日（金）～
　平成 26 年１月 31 日（金）の間に、満 60
　～ 64 歳を迎える方で、ペースメーカー装着、
　人工透析、呼吸器疾患等により身体障害者
　手帳１級を所持している方
▼助成対象期間
　　平成 25 年 11 月１日（金）
　　　～平成 26 年１月 31 日（金）
▼助成額＝ 1,000 円
　　　　　※助成は１人１回限りです。
▼申込み・問い合わせ
　南会津町保健センター　℡ 0241-62-6180

平成25年度季節性インフルエンザ
予防接種のお知らせ

平成26年度南会津町集団健診（検診）の
調査・申込書について

　現在お配りしている平成 26 年度南会津町集
団健診（検診）の調査・申込書の提出期限は、
平成 25 年 12 月 25 日（水）となっています。各
地区の保健協力員に提出していただくか、南
会津町保健センターまたは各総合支所町民課
まで直接ご持参ください。
　この調査・申込書は、健診（検診）を受け
ない場合であっても、期限までに必ず提出し
てください。各種健診（検診）を積極的に受
診し、自身の健康維持の指標とすることが重
要です。

　町では、インフルエ
ンザの流行を防ぐため、
季節性インフルエンザ
予防接種を希望する 65
歳以上の高齢者に対し、
経費の一部を助成して
います。
　対象の方には、あら
かじめ受診票を送付し
ておりますが、下記に
該当する方も助成の対
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

台
風
の
灯
に
生
臭
き
過
去
未
来
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
秀
穂

　

再
会
の
言
葉
少
な
し
夏
帽
子
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
彩
華

　

生
ま
れ
来
し
今
日
の
光
と
な
り
て
蝉
　
　
　
　
星
　
　
蛍
草

鴫
山
短
歌
会
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田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

永
田
　
梅
宮
　
直
子

　

久
々
に
白
寿
の
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を
訪
ね
し
が

                

「
早
く
帰
れ
」
と
握
る
手
離
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

静
川
　
星
　
み
わ
子

　

亡
き
母
の
縫
ひ
し
野
良
着
を
広
げ
干
す

                

五
十
余
年
経
る
も
糸
目
ゆ
る
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

静
川
　
星
　
み
わ
子

　

花
の
よ
う
な
笑
顔
の
ひ
孫
あ
や
し
つ
つ

                

日
だ
ま
り
に
を
り
時
を
忘
れ
て

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

竜
胆
や
空
と
の
対
峙
藍
深
く
　
　
　
　
　
　
山
口
い
っ
せ
い

　

木
枯
ら
し
や
仕
舞
い
忘
れ
の
縄
暖
簾
　
　
　
湯
田
　
畊
道

　

あ
ぢ
さ
い
の

色
に
冬
の
準
備
あ
り
　
　
　
荒
川
　
静
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

落
穂
手
に
流
る
る
雲
を
見
て
ゐ
た
り
　
　
　
り
つ
子

　

俗
塵
の
ま
み
れ
ぬ
ま
ま
の
紅
葉
か
な
　
　
　
伸
　
生

　

も
て
な
し
に
ま
ず
山
の
幸
栗
御
飯
　
　
　
　
　
良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

背
の
び
し
て
松
の
手
入
れ
の
頑
固
者
　
　
　
五
十
嵐
ト
メ
子

　

花
蕎
麦
や
倒
れ
て
紅
の
茎
並
び
　
　
　
　
　
五
十
嵐
恭
子

　

よ
く
笑
い
良
く
泣
く
二
才
柿
熟
る
る
　
　
　
星
　
美
恵
子

まちの文芸

編集後記　▽早いもので暦は 12 月、師
走になりました。師走とはよく言った
もので、本当に忙しいですね。まぁ私
は師でもなんでもない、ただの広報マ
ンですが。あまり走りませんし。
▽さて、この広報が出来上がると、息
つく間もなく１月号の編集に取り掛か
ることになります。今後も皆さんに読
まれる広報づくりを目指し、頑張りま
す。▽今年１年「広報みなみあいづ」
にお付き合いいただきまして、ありが
とうございました。（相）

平
成
25
年
南
会
津
町
文
化
祭
当
選
歌
（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

第
一
席

第
二
席

第
三
席

　ついに先月から雪が降り始めました。その日は午後からの雪でした。
午前中の景色はまだ紅葉もしていて綺麗でしたが、すこし色あせてき
て秋も終わる頃なのかなと感じていた矢先の出来事で、夕方から夜に
かけて僅かに積もった景色は私にとってはもう冬でした。こんなにち
ょっとの時間でも季節は変わるものだと大変驚きました。数日後山々
を見ると、残っていた広葉樹の黄色や橙色の葉が顔を出し、濃緑色の
常緑樹と溶けきらない白い雪が斑模様をなしていて、早めのクリスマ
スの装飾をしているように見えました。
　霜が降りるという景色は東京でも見たことはあったものの、朝早く
なければ見られないということ、公園や街路樹の下などを注意して見
なければならないということから、最近ではほとんど見ることがあり
ませんでした。もちろん霜の量も格段に東京とは異なります。まだ雪
が降る前のある日の朝、私は寒いけれども自転車で出かけようと思い、
支度をしていました。一歩外に出てみると、自転車のサドルが凍り付
いていたために慌ててしまいました。タオルでサドルを拭いていざ出
発。見慣れたはずの道端の緑色をしていたはずの植物が白掛かってい
るのを見て、草木たちが白粉をつけてお化粧をしているかのように感
じました。またある日の、霜が降りた日の朝の景色は、うっすらと雪
が降ったかのようにあたり一面が白く、それが日光に照らされて溶け
始め、キラキラと光輝いていました。
　これらの出来事は寒さを肌で感じながらも、どこか愛おしい気持ち
になりました。同時にまだ見たことのない南会津の真骨頂ともいえる
姿が楽しみにもなりました。

　これからどんどんと雪の量も多くなり、厳しい冬になると思います。
周囲の方からも「ここからが本番だ」と言われていますので、雪の片
づけや車の運転などなど気を引き締めていこうと思っています。しか
しながら、その厳しさの中にもスキーなど雪国だからこその冬の楽し
み方があると思いますので、それを出来るだけたくさん見つけて、喜
んだり楽しんだりして有意義に過ごしていきたいです。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 8
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

橋本 和枝　はしもと かずえ

Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
協力隊の活動もいよいよ折り返し。

「健康で楽しく活動」していきます。
ブログやっています。ぜひご覧ください。
http://ina-minamiaizu.hatenablog.com/

伊南の郷・収穫祭準備 ▼

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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御
蔵
入
交
流
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
、「
南
会
津
で
『
第
九
』
を
う
た
う
」

の
公
演
が
い
よ
い
よ
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
る
方
が
、
一
か
ら
作
り
上
げ
て

き
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
間
近
に
迫
っ
た
本

番
当
日
に
向
け
て
、
一
丸
と
な
っ
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

　
23
日
当
日
は
、「
南
会
津
で
『
第
九
』
を

う
た
お
う
合
唱
団
」
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
第
九
番
が
メ
イ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト

んだべぇ

「んだべぇ」だべぇ。
先月とうとう「ゆるキャラグランプリ2013」
の投票結果が発表されたべぇ。
気になるオイラの順位は…
ご当地キャラの部で、530位だったべぇ！
エントリーしたのが遅かったけんど、この
結果はオイラを応援してくれたみんなのお
陰だべぇ。
あらためて、お礼をいうべぇ。
ありがとなぁ～。
これからも南会津町のいいとこを全国に伝
えていくべぇ！
みんな、これからもよろしくだべぇ！

12
月
は
『
第
九
』
で
し
ょ
！

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
田
島
中
学
校
特
設

合
唱
部
と
南
会
津
合
同
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

ス
テ
ー
ジ
や
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
テ
ー
ジ
も

あ
り
、
参
加
者
も
楽
し
め
る
公
演
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　『
第
九
』
の
別
名
は
『
歓
喜
の
歌
』。

　
23
日
は
、
文
化
ホ
ー
ル
で
共
に
歓
喜
を
分

か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●  日時　12月23日（祝） 午後2時開演(午後1時30分開場)

●  会場　御蔵入交流館文化ホール
■入場料＝1,000円（全席自由）※高校生以下は無料。ただし整
理券が必要となります。　■プレイガイド＝［田島地域］御蔵
入交流館、阿部電気、南屋書店、渡部書店、祇園会館［舘岩地域］
ヤマザキＹショップ舘岩店［伊南地域］ブイチェーン若松屋［南
郷地域］ハローショップこはま　■問い合わせ＝御蔵入交流館

（℡0241-62-6311）

2,355票
感謝だべぇ！


